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　９月６日（日）、土砂災害防災訓練が奥戸材木地区において行われ
ました。
　集中豪雨の影響により津鼻崎公園横の急傾斜地のがけ崩れを想定し
た今回の訓練には、消防署、消防団、警察署及び材木地区町内会の協
力を得て、約90名が参加しました。
　近年、全国的に土砂災害が多発しており、多くの尊い人命が失われ
ています。そうした中、避難の遅れと高齢者等災害時要援護者の被災
への対応が課題となっています。
こうした事を受け、当町においても住民の防災に対する意識向上並び
に災害時の警戒避難体制の整備を目的とし、行政と住民が一体となっ
て災害時に対応できるよう訓練を行いました。訓練は情報伝達訓練・
災害対策本部設置運営訓練・住民避難訓練等、実際の災害を想定した
訓練と、土砂災害の知識向上のためビデオ上映等を行いました。
　今後、こうした訓練を計画的に行っていきたいと思いますので、町
民の皆様のご協力をお願い致します。

　大間小学校音楽部が８月に開かれた「第76回
NHK全国学校音楽コンクール青森県大会」にお
いて金賞を受賞し、大間町役場議場で受賞報告と
美しいハーモニーを披露しました。
　県大会の出場定員（35名）に満たない部員30名
で出場となりましたが、難易度の高い曲を見事に
歌い上げ金賞に輝きました。さらに、９月に行
われた東北ブロック大会では奨励賞を受賞するな
ど、昨年に続き飛躍し続ける大間小音楽部に今後
も期待が寄せられます。

　９月９日（水）～ 10日（木）、例年より１日短
い２日間の日程で材木稲荷神社例大祭が行われま
した。
　各家での神楽舞い、また、恒例となった農村婦
人の家前で行われる『ミニ縁日』には、お母さん
方手作りの焼き鳥やホットドッグが並び、くじ引
きには子ども達が早い時間から列を作って楽しん
でいました。

大間小音楽部 音楽コンクール金賞 材木稲荷神社例大祭＆ミニ縁日

防災意識の高揚を！　　　　　　 　　　　　　

大間町土砂災害防災訓練
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　９月２日(水)～４日(金)､大間高校２年生が町内外でインターンシップ（就業体験）を行いました。
　大間町役場では和田真子さん、伊藤純子さんが「広報紙作り」を体験。カメラ撮影に悪戦苦闘しなが
らも手を抜くことなく取り組み、最後には、「普段の学校生活では経験できない貴重な体験ができた。
学んだことを無駄にせず、これからの将来に役立たせたい。」と語りました。
　今回は、作成して頂いた記事をご紹介します。

　インターンシップ２日目、和田真子さんは教育委員会で実
習を行いました。
　内容は、封筒の宛名書きや製本作業、電話応対などでし
た。和田さんは、｢地味で単純な作業だけれど、集中しなけ
ればいけないので大変。しかし、慣れてくると楽しくでき
た。電話応対は、言葉使いなど意識して明るく話さなければ
いけなくて難しかった｡」と、話してくれました。

仕事ってやっぱり大変・・・ （記事：大間高校２年　伊藤　純子）

　大間幼稚園で９月４日（金）、おじいちゃん、おばあちゃ
んと一緒に『ふれあいひろば いも掘り』が行われました。
　園児たちが植えた「おいしいいも」と「キタアカリ」をみ
んなで収穫した後、ホクホクに煮えたいもをみんなで食べま
した。▲

かとうりさちゃん（写真右：中央）
　 「疲れたけれど楽しかった。みんなで食べるいもはとても
美味しい。」

じゃがいも たくさんとれたよ！ （記事：大間高校２年　和田　真子）

大間高校 インターンシップ

　このたび、大間町ふるさと応援寄附が次の方か
ら寄せられました。
　北海道函館市
　「青函帯コングロマリット」
　　　　高見澤　さちよ　様
＊ 芸術･文化の振興に関する事業、交通発展及び
改善に関する事業を行うための財源として使わ
せていただきます。

　大間町への“思い”ありがとうございました。

　９月２日（水）、大間中学校の生徒により部活
動報告会が行われました。
　中学校から旧ジョイフル・ヨネザワまでパレー
ドの後、剣道部男子団体の県中学校体育大会優勝
など、各部長が活動報告と支えてくれた先生や父
兄の皆さんへの敬意を表し、沿道からは暖かい拍
手が送られました。

大間中学校 部活動報告会ありがとうございます

お詫びと訂正

　９月号３ページ「コミュニティ事業助成事
業」の記事に誤りがありましたので、お詫び
して訂正いたします。

□誤　仁和歌山　→　□正　仁和賀山
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また、学校では意欲付けに心がけなければなりま
せん。
②　授業改善と一人一人へのきめ細やかな指導
　学校では、１時間のねらいをはっきりさせ、子
どもたちに「わかる授業」を徹底させることが大
切になります。一人一人のつまづきを教師が把握
し、「わかる授業」につとめることです。現在、
学校ではＴＴといって、複数の教師で指導にあた
る時間を増やしています。
③　家庭・地域との協力
　学校と家庭だけでなく、地域全体で子どもたち
の学習に取り組むことです。
　教育ボランティアなど、地域の方々もどんどん
学校に足を運び、みんなで子どもたちを見守って
行くことが必要だと思います。ある意味、昔のよ
うに隣の怖いおじさん、怖いおばさんになり地域
みんなで地域の子どもたちに声をかけることから
始めることが大切になると思います。

　８月末に４月に行われました全国学習状況調査
の結果が新聞等に掲載されました。小学校は３年
連続秋田県が第１位でした。青森県も第３位と健
闘しました。秋田県が良い成績を収めている要因
として秋田県の教育長が次の４点を挙げました。
・望ましい生活習慣、学習習慣
・授業改善と１人１人へのきめ細やかな指導
・家庭・地域との協力
・大学との連携
　この４点のうち、最後の大学との連携を除け
ば、どこの地域でもできることではないかと思い
ます。具体的に３点について私なりに考えてみま
した。
①　望ましい生活習慣、学習習慣
　子どもたちの規則正しい生活習慣、例えば、起
床・就寝時間や休日の過ごし方。家庭学習、例え
ば、帰宅後すぐ宿題をする等、家庭での過ごし方
を親が責任を持って見ることが大切になります。

学力向上研究会 奥戸小学校　　　　　　　　
　教頭　佐々木　秀　信

秋の文化行事のご案内
１０月３１日(土)　
　～１１月１日(日)
１０：００～１６：００

第
34
回 

町
民
文
化
祭

会
場
�
大
間
町
立
公
民
館

１１月１日(日)
９：００スタート

※出演団体等により開始時間が変更になる
　場合があります。　　　　　　　　　　

第
31
回 

大
間
町
音
楽
祭

会
場
�
北
通
り
総
合
文
化
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ン
タ
�
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ウ
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グ
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お問い合わせ先…大間町教育委員会　☎37－2103
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○ 

自
分
た
ち
で
育
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た
り
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っ
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り
し
た
野
菜
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さ
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に
自

分
た
ち
の
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調
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し
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食

べ
物
は
格
別
な
味
で
あ
り
そ

れ
を
み
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食
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と
一
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美
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し
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楽
し
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知
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。
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自
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る
喜

び
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み
ん
な
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べ
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い
、
嬉
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嬉
し
く
な
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う
こ
と
が
出
来
た
。

○ 

フ
キ
が
嫌
い
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言
っ
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た
子
が
、
モ
リ
モ
リ
食
べ
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度
も
お
か
わ
り
を
楽
し
ん
で

い
た
。

そ
の
他

○ 

マ
ラ
ソ
ン
や
遊
び
な
ど
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を

十
分
動
か
す
こ
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で
、
空
腹
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を
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て
き
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と
、
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箸
の
進
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方
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感

じ
ま
す
。
ま
た
、
食
べ
る
事
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子
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達
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か
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【
磯
遊
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楽
し
む
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大
間
の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
る

最
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で
の
磯
遊
び
の
様
子
。

・
子
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。
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事業内容 期　日 場所・時間 対象者・その他

サロンぬくもり
・心の健康相談

10月６日（火）

大 間 公 民 館 ２ 階

時間：13：00～15：00
そ の他：精神保健福祉ボランティアがサ
ロンぬくもりを開催しています。誰で
も参加できます!!また、心の健康相談
では保健師が気分の落ち込みやストレ
スなど心の健康に関する相談を受け付
けています。

11月10日（火）

健診結果説明会
10月５日（月）

総 合 開 発 セ ン タ ー

◎ 健診結果の詳しい説明と生活習慣改善
するためのアドバイスを行います。対
象者には通知致します。不明な点は住
民福祉課までお問合せください。

（電話 37－2111）
11月４日（水）

予防
接種

Ｂ Ｃ Ｇ
10月８日（木） 大 間 病 院 外 来

受付：14：00 ～ 14：30
対象者H21年４月８日～７月８日生まれ

三種混合 H14年４月８日～H21年７月８日生まれ

１歳6 ヶ月健診 10月16日（金） 総 合 開 発 セ ン タ ー 対象者　平成20年２月～５月生まれ

※予防接種、健診等の対象者の方には、後日、詳細について通知致します。

第154号 担当：越前保健師

健康ですか…＊　保健衛生事業（10月分）
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『 脳　卒　中 』
　脳卒中とは、脳の血管がつまったり、破れたりして脳の細胞に栄養が届かなくなる病気のことです。
症状としては、急に倒れて意識がなくなったり、右か左どちらか半身の麻痺や手足のしびれ、ろれつが
まわらないなどがあり、恐ろしい病気の一つです。そのため後遺症の軽減には、早期発見・早期治療が
必要となります。死亡率は、現在第３位（ちなみに第１位は悪性新生物（がん)、第２位は心疾患）で
すが、昭和26年から昭和56年までは死亡率は第１位であることを考えるとまだまだ身近な病気と言えま
す。死亡する確率が減っただけで、まだまだ患者数は多いのが現状です。
　そこで、脳卒中を予防すること、そして早期発見することが重要になります。
　まずは、自分が脳卒中にかかりやすいかどうか自分でチェックしてみましょう。
□60歳以上である。　□運動不足である。　　□高血圧症である。　　□ストレスがたまっている。
□高脂血症である。　　□ゆっくり休めない。　　□糖尿病である。　　□果物を食べることが少ない。
□家族や親戚に脳卒中にかかった人がいる。　　□完璧主義である。　　□脈が乱れることがある。
□脂っこい物が好きだ。　　□太っている。　　□味見をせず調味料をかけることが多い。
□お酒をたくさん飲む。　　□野菜をあまり食べない。　　□タバコを吸う。
　このように脳卒中は生活習慣に関連した病気、生活習慣病の一つです。
　今度は、次のような症状が出た場合は、病院受診をお勧めします。
□突然からだの片側がしびれたり、手足に力が入らなくなる。
□片側の口角が下がり、よだれがこぼれる。　　□話したいのに急に言葉が出なくなる。
□ろれつがまわらない。　　□食べ物が一時的に飲み込めない。
□人のいうことが一時的に理解できない。　　など（症状に関してはあくまで参考です）
　簡単に言うと、顔、手、しゃべりが変になることです。そこに注目してみてください。脳卒中予防に
限らず、何よりも生活習慣の改善が大切です。毎年健康診断をうけてください。そして、現在の自分の
健康状態を把握し、食事、運動、必要あれば服薬し病気をしましょう。何かわからないことがありまし
たら、大間病院で相談してください。

No.140 内科医長　工藤　丈明

　みなさまのやさしい心によって支えられている「赤い羽根共同募金運動」が10月
１日より全国一斉に行われます。
　大間町では小中学校、職域での活動のほか婦人会の皆さんが戸別に協力を呼びかけ
ています。
　どうぞ、趣旨をご理解いただき、婦人会の方が募金のお願いに伺った際には、みな
さまの暖かい善意をお寄せ下さいますようお願いいたします。

＜平成20年度赤い羽根募金実績額　６２５，７４５円＞
　昨年の赤い羽根共同募金運動では、皆様の深いご理解とご協力のもと、たくさ
んの善意をお寄せいただき誠にありがとうございました。集められた寄付金は、
21年度において配分され、社会福祉協議会の事業などに使われることになってい
ます。当町では、町社協に20万円が配分され、一人暮らし高齢者災害見守りネッ
トワーク事業、ボランティア推進校の活動や社会福祉大会の運営費に使われるこ
とになっています。

■当町の共同募金委員会は社会福祉協議会で運営しています■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問合せ先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会福祉法人青森県共同募金会　大間町共同募金委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　37－4558（大間町社会福祉協議会内）

共同募金ホームページ
http://www.akaihane.or.jp

平成21年度目標額　６２０，０００円

「赤い羽根共同募金」ご協力をお願いします！
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大間町役場　37－2111

海峡保養センター
■営業時間　午前９時～午後９時　☎37－4334
＊ 指定された駐車場に駐車してください。玄関前、ロー
タリー付近は駐車禁止となっております。
　養老センター
■営業時間　午前８時～午後９時
■今月の休館日　６日、13日、20日、27日
　☎37－2411
＊指定された駐車場に駐車してください。

♨ 大間温泉 ♨

　パソコンを活用したワープロソフトの基礎、
実践を身につけませんか。グラフィカルな文書作
成、年賀状の作成を予定しています。
　なお、１日２単位の県民カレッジの単位として
認定可能です。
■実施日
　11月２日(月)、４日(水)、９日(月)、11日(水)
　　　13日(金)、16日(月)、18日(水)　　計７日
■実施時間
　18：00～20：00　２時間
■場　所
　青森県立大間高等学校　情報処理教室
■申込方法
　電話による申し込みのみ受け付けます。
　TEL 0175－37－2109　大間高まで
■募集者数
　先着順にて　30名
■受付日時
　10月５日(月)～30日(金)
　９：00～16：30まで（平日のみ）

　個人住民税（個人市町村民税・個人県民税）
は、市町村が課税と徴収を行い、地域の行政サー
ビスを支える貴重な自主財源となっています。
　個人住民税を確保するため、県は市町村と「協
働」して、様々な徴収対策に取り組んでいます。
●共同催告・共同徴収
　 納期限までに納付できなかった方々に対して、
県と市町村が共同で文書催告や自宅訪問を行っ
ています。
●徴収引継
　 県が市町村から徴収に関する権限を引継し、市
町村に代わって県が直接徴収しています。
●徴収支援チーム
　 県と市町村の職員が相互に身分を併任し、個
人住民税を中心とした市町村税の滞納整理に当
たっています。
問 下北地域県民局 県税部
　 ☎22－8581（内線210）

■日　時　10月20日(火)　10：00～15：00
■場　所　開発センター
■対象者　
　 大間町にお住まいの方で、仕事に関して相談し
たい方
■内　容　
　☆パソコンによる職業適性診断
　☆キャリアカウンセリング
　☆社会保険労務士による相談
　　（事業主の方もご利用になれます。）
　☆履歴書・職務経歴書の書き方指導
　☆模擬面接
　☆生活・就労相談
　☆求人及び職業訓練の情報提供
問 青森県地域共同就職支援センター
　 ☎0176－27－6005

　秋の行政相談週間は10月19日(月)から10月25日
(日)までです。
　行政相談員は総務大臣が法律に基づいて、民間
有識者の中から委嘱しています。（無報酬のボラ
ンティアです。）
　大間町では下記の日程で「特設行政相談所」
を開催しますので、この機会にぜひご利用くださ
い。
■月　　日　10月23日（金）
■受付時間　９：00 ～ 15：00
■場　　所　大間公民館２階
■相談担当者
　行政相談員：川端亜喜男
　行政評価事務所：業務係長　佐藤弘章

パソコン活用公開講座
受講者募集

仕事なんでも相談
あなたの就職活動をサポートします！

個人住民税徴収確保対策の
取組みについて

行政相談をご利用ください
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インフォメーション

　老齢（退職）年金は、所得税法上「雑所得」とされ、所得税がかかります。
　そこで、老齢（退職）年金を受給されている次の方に対し、年金から控除される所得税について、配
偶者控除や扶養控除などを受けるための「扶養親族等申告書」を送付しています。
　◆６５歳以上の方　年金額１５８万円以上
　◆６５歳未満の方　年金額１０８万円以上（平成20年の場合）
　　※ 年金額が右の金額に満たない方には「扶養親族等申告書」は送付されませんので、提出していた

だく必要もありません。
　　　また、障害年金・遺族年金は所得税が課税されませんので、受給されていても送付されません。
　例年、10月下旬から11月上旬にかけて社会保険業務センターより送付されますので、送付時にお知ら
せする提出期限までに提出してください。なお、配偶者や扶養親族がいない場合でも年金受給者本人に
かかる基礎控除を受けることができます。
　仮に「扶養親族等申告書」を提出されなかった場合は、各種控除を受けることができませんので、「扶
養親族等申告書」を提出された場合に比べて所得税が多く差し引かれることとなりますのでご注意願い
ます。
　また、次のような方は「扶養親族等申告書」を提出した場合でも、税務署等に確定申告が必要となり
ますのでご留意願います。
① 年の途中で、扶養親族等の人数が増減するなどにより、申告した「扶養親族等申告書」の内容に変更
がある方

②年金以外の収入（給与収入、不動産収入など）がある方。
③他の公的年金を受給している方。
④生命保険料控除、社会保険料控除、医療費控除などを受けようとする方。
※ 確定申告する際は、毎年１月末までに社会保険業務センターから送付される源泉徴収票が必要となり
ます。源泉徴収票は紛失しないよう大切に保管してください。

問 社会保険事務局むつ事務所　☎22－2278

主な改正内容
Ⅰ　時間外労働の限度に関する基準」の見直し関係
　時間外労働の限度に関する基準が改正され、労使当事者は限度時間を超える時間外労働に対する割増
賃金を引き上げるように努めることとされました。
Ⅱ　法定割額賃金率の引上げ
　月60時間を超える法定労働時間外労働に対して、使用者50%以上の率で計算した割増賃金を支払わな
ければなりません。
　引き上げ分の割増賃金の代わりに有給の休暇を付与する制度（代替休暇）を設けることができます。
　中小企業には当分の間適用が猶予されます。
Ⅲ　時間単位年休
　労使協定により年次有給休暇を時間単位で付与することができるようになります。
厚生労働省ホームページもご覧ください。
　http://www.mhlw.go.jp/topics/2008/12/tp1216-1.html
問 青森労働局労働基準部監督課　☎017－734－4112

扶養親族等申告書が送付されます

平成22年４月１日から労働基準法が改正されます
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人 口 男 女 世 帯 数

総数 6,254(＋11) 3,159(＋７) 3,095(＋４) 2,481(＋５)

大間 4,772(＋９) 2,419(＋７) 2,353(＋２) 1,930(＋４)

奥戸 1,283(＋２) 641(±０) 642(＋２) 477(＋１)

材木 199(±０) 99(±０) 100(±０) 74(±０)
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平成21年８月末現在（　）前月比
「戸籍の窓」には大
間町に住民登録をし
ている人の出生、死亡、結婚について記載し
ますが、個人のプライバシーを尊重する意味
で載せてほしくない人は届出の際に係に申し
出てくださることをお願いいたします。

　空の色や風の音が、めっきりと秋めいてきました。特に
朝夕の冷え込み方は「寒い！」と感じてしまうほどですね。
　今月は「文化の秋」にふさわしく、大間町でも文化祭な
どの行事がたくさん開催されます。
　昨年は小学校の劇を観て泣きそうになり、肝心の撮影を
忘れそうに･･･！そんなこともありました。今年は気をつ
けたいと思います。 

お誕生
　おめでとう

山本　隆
りゅう

惺
せい

（盛喜）　　新田　雄
ゆう

悟
ご

（甲介）

( 熊谷　友哉（大間町）( 山本　周平（大間町）  小沢　笑子（大間町）    横浜　愛美（佐井村）

( 吉田　　守（大間町）  菅𠩤　静香（札幌市）

小林　鐵雄　78 歳　　　大畑　義明　68 歳
傳法ミツヱ　90 歳　　　 国　　實　92 歳
福野　宇平　78 歳　　　髙松やよひ　87 歳
能戸　光明　53 歳

おくやみ
　申し上げます

ご結婚
　おめでとう

８月届出分

健
たけ

瑠
る

くん（１歳１ヶ月）

♪たけちゃんはねぇ～
　　バナナが大好きホントだよぉ♪
♪たけはちっちゃいけぇど、
　　バナナを１本むんずら
　　　　　　　食べちゃうのぉ～♪

 手塚由一・順子さん（大間字大間平）


